










要約

  ムコ多糖症スクリーニングの経済的評価を判断分析のモデルを設定し実施した。発生率

は 1/6.2000,検査有効性は感度 0.929,特異度 0.977, スクリーニング効果として骨髄移植

により生存年延長と生活の質の改善を推定した。分析方法としては,費用一効果分析およ

び費用一効用分析を用いた。割引率を費用 5%,効果 0%とすると,費用/効果比(万円/生存年

延長)および費用/効用比(万円/健康生存年延長)は,それぞれ 58 万円,64 万円であった。

割引率を費用,効果とも 5%とすると,両者は,312 万円,287 万円となった。また,発生率を

変数として感度分析を行うと(割引率:費用,効果, 5%),費用/効果比は,174 万円から 546

万円まで変動した。


